
 

 

 

別 紙 

＜高額療養費の具体的な計算例＞ 

70歳以上 75歳未満(２割負担) 総医療費 月額 83,000 円 

  国民健康保険における自己負担限度額 月額 8,000 円の方の例 

 

１ 福祉医療費助成制度の利用がない場合 

ケース①：高額療養費の支給の例 

 

２ 福祉医療費助成制度の利用がある場合 

ケース②－１：算定誤りの例 

 

ケース②－２：正しい算定方法の例 

※1 福祉医療費助成制度の利用がある場合、自己負担限度額（8,000 円）を総医療費で按分し、医療機関

ごとの自己負担限度額を算定するため、本来は判定欄に記載の対応が必要となる。 

※2 福祉医療費助成制度の利用時の窓口負担は、１医療機関あたり１日 600 円を限度とし、複数回受診

時は月２回までの負担で計算（３回目以降は負担不要） 

総医療費 窓口負担額 自己負担限度額 高額療養費

（10割） （2割） 支給額

Ａ B（＝A*0.2） C Ｂ－Ｃ

あ病院 5,000 1,000

い病院 21,000 4,200

う病院 12,000 2,400

え病院 3,000 600

お病院 42,000 8,400

合計 83,000 16,600 8,000 8,600円還付

総医療費 窓口負担額 自己負担限度額 窓口負担額 高額療養費

（10割） （2割） （福祉医療)※2 支給額

Ａ B（＝A*0.2） C Ｄ Ｄ－Ｃ

あ病院 5,000 1,000 600

い病院 21,000 4,200 1,200

う病院 12,000 2,400 1,200

え病院 3,000 600 600

お病院 42,000 8,400 1,200

合計 83,000 16,600 8,000 4,800 還付なし

総医療費 窓口負担額 自己負担限度額 窓口負担額 高額療養費

（10割） （2割） ※１ （福祉医療)※2 支給額

Ａ B（＝A*0.2） C(＝8,000*A/A合計） Ｄ Ｄ－Ｃ

あ病院 5,000 1,000 481 600 119

い病院 21,000 4,200 2,024 1,200 ー

う病院 12,000 2,400 1,156 1,200 44

え病院 3,000 600 291 600 309

お病院 42,000 8,400 4,048 1,200 ー

合計 83,000 16,600 8,000 4,800 472円還付

医療機関ごとに自

己負担限度額と窓

口負担額を比較

し、窓口負担額の

方が多ければ還付

が生じる。

判定


